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公募型研究

生物多様性保全機能を活かした持続的な防風林管理計画の立案や整備推進が可能に

１ ２ ３

道内の防風林は高齢化により更新が必要であるが、
持続的管理には生物多様性への配慮が必要である。 減風効果が維持された
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防風林の生物相解明 防風林管理の合意形成に貢献
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管理による多様性保全効果解明

伐採・更新・下刈などで創出される環境が
絶滅危惧種を含む生物多様性保全に貢献
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